「憲法９条を守れ」「戦争する国づくり反対！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜宣伝スポット原稿＞　
　　　～ゆっくり、はっきり読んでください～
【最初】みなさん、こんにちは。私たちは医療や介護現場で働くもので作る労働組合、医労連です。私は○○病院で看護師として働いている○○○です。
今の安倍政権。憲法9条を壊し、戦争できる国づくりに突き進んでいます。私たち医労連は結成以来『再び戦場の血で白衣を汚さない』ことを決意し、『戦争反対』『いのちと暮らし守れ』の声を上げてきました。このまま黙っていたら大変なことになります。
国民のいのちと健康を守ることを仕事としている医療介護労働者として、「9条守れ」「戦争は嫌だ」とお訴えさせていただきます｡しばらくの間お騒がせをいたしますがご協力をお願いします。
■みなさん、安倍首相は5月15日、自らのお仲間ばかりの「安保法制懇」の報告書を受け、憲法解釈を変更し、歴代政権が禁じてきた集団的自衛権行使容認の閣議決定と自衛隊法改定の検討に入ることを表明しました。

　この集団的自衛権とは、日本が攻撃されていないのに、アメリカの戦争に日本の自衛隊を参戦させ、戦場で「殺し、殺される」国になることです。これまで集団的自衛権が行使された事例は、アメリカによるベトナム戦争や、アフガニスタン攻撃など。大国による軍事介入を正当化するために使われてきたのが、集団的自衛権の行使です。安倍首相が言い分けのように、「国民の暮らしといのちを守るため」を繰り返し、「限定的」なもでで「必要最小限度」などと言っていますが、憲法９条の歯止めをはずす、その危険性はまったく変わりません。
　みなさん。安倍首相は「国民の命を守る」などと言い、憲法前文や13条（幸福追求権）まで引用して「平和主義を守り抜く」と強調しました。しかし、武力で国を守るという考えを否定したのが、日本国憲法の平和主義です。

　その平和主義に背を向け、安倍政権は侵略戦争の反省も平和外交の努力もせず、武器輸出の解禁、国民の目・耳・口をふさぐ秘密保護法の強行はじめ、あらゆる軍事強化、戦争するための国づくりをすすめ、東アジアでの軍事緊張 を高める言動に終始してきました。そこに集団的自衛権行使容認が加われば、どんなに危険かは、火を見るよりも明らかではないでしょうか。
そして、安倍首相は、集団的自衛権の行使容認をすすめる理由に、北朝鮮の核開発問題もあげていますが、しかし、唯一の被爆国として日本政府がおこなうべきは、いまの世界の流れである核兵器禁止条約を結ぶ交渉の先頭に立つことではないでしょうか。
　

　戦争はぜったいダメです！　二度と戦争しないと誓った憲法9条を守り、「戦争する国」づくりをストップさせましょう！　集団的自衛権の行使容認に反対する署名、憲法9条を守る署名にご協力をお願します。皆さんの一筆一筆が「憲法9条を守」「戦争できる国づくりストップの」力となります。皆さんの『戦争は嫌だ』『いのちを守れ』の願いをこの署名に託してください。ぜひ、私たちの仲間がお配りしているチラシをお読みください。
私たち医療労働者は、先の大戦で、多くの看護師や医者が戦地への従軍し、兵隊の傷を癒し、再び戦地に送り、そして多くの看護師が戦地でいのちを奪われました。

私たち医療労働者は「二度と白衣を戦場の血で汚さない」「傷ついた兵士ではなく、病人や弱ったお年寄りの看護や介護がしたいと」仕事をしてきました「人のいのち奪う戦争は嫌です」「交戦権の否認」の「戦争しない！武力をもたない、闘わない」と誓った憲法9条を守ってほしいと思います。ぜひ、足を止めて署名にご協力ください。

私たちは医療や介護現場で働くもので作る労働組合、医労連です。私たちはいのちまもり、健康をまもることを仕事としている者として、今の、憲法9条を壊し、戦争できる国づくりに突き進む安倍政権の姿勢に反対し、「9条守れ」「戦争は嫌だ」「いのちが大事」とお訴えをしています。
【最後】

長時間にわたりご協力をいただきましてありがとうございました。

私たちは、いのちと憲法守る医療介護労働者として、「9条守れ」「戦争できる国づくり反対」の立場であることを最後にお訴えし、今日の宣伝を終わりたいと思います。今後とも私たち医労連へのご支援と協力をお願いします。
　
